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文書館資料調査中，九州大学生体解剖事件関係資

料『Fu-256』に，偶然にも発見したキーパーソン

“石山福二郎文書（複写）”を書籍4)に掲載した．

この文書は，バイオエシックス教育・研究への期

待として，医療専門家の責務を考える上で，次世

代を担う学生自身の行動規範を問うテーマと捉え

る．筆者は，平和な今だからこそ必要な開かれた

バイオエシックスの課題であると考えている．
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『解体新書』扉絵の書誌的研究

安江　明夫

杉田玄白等による『解体新書』（1774年刊）の

扉絵引用元は，長年，不明とされてきた．しかし，

C. R. Boxer（英国のアジア史研究者） の指摘1)以

来，「ワルエルダ『解剖書』表題紙絵に良く似て

いる」「ワルエルダ『解剖書』から模写したので

はないか」 と理解されるようになった．

この点をワルエルダ『解剖書』の版元，プラン

タン印刷所から考察してみよう．16世紀，アン

トワープを拠点に一大印刷業を営んだクリスト

フ・プランタンの印刷者マークは標語「LABORE 

ET CONSTANTIA（精励と不動心）」 とそれを表象

する 「黄金のコンパス （の 2本の脚）」である．当

時，玄白らは欧文文字印刷禁制と理解していたの

で標語 LABORE ET CONSTANTIAは写されてい

ないが，標語を表象する「コンパス」は扉絵に明

確に描かれている．そこから，同扉絵はプランタ

ン版ワルエルダ『解剖書』から模写したと確証で

きる．即ち，「良く似ている」「模写したのではな

いか」ではなく「模写した」のである．

ところでワルエルダ『解剖書』からの模写は扉

絵だけではなかった．田中邦彦教授（岐阜医療科

学大学）が，比較的最近に，同書から扉絵の他に

6点の解剖図を『解体新書』に模写していること

を発見している2)．であれば『解体新書』にとっ

てワルエルダ『解剖書』は，扉絵＋解剖図 6点の

模写原本であり，これまで考えられた以上に重要
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な西洋医学書だったことになる．

にもかかわらず『解体新書』には，ワルエルダ

『解剖書』の名は，引用元書名を列挙した「凡例」

含め，どこにも見当たらない．「それななぜか」

が 1つの問題だが，もう 1つの問題―発表者の関

心事―は，玄白は同書を誰から借用したのか，で

ある．玄白は「凡例」に活用した解剖書 11点を

記し，それらの所持者も記している．が，ワルエ

ルダ『解剖書』は「凡例」になく，それゆえ所持

者が不明である．当時，誰がこの希少なワルエル

ダ『解剖書』を所持していたのか．

『解体新書』模写原本であるワルエルダ『解剖

書』の所在調べは，手がかりが少ない．そんな中，

『解体新書』解剖図の絵師・小田野直武（秋田藩

士，秋田蘭画の祖）がヒントを提示してくれた．

と言うのは，小田野と同郷で江戸時代に秋田藩医

を務めた稲見家にワルエルダ『解剖書』が伝来し

ていたからである．その点を発表者は，秋田蘭画

を研究する学芸員・勝盛典子氏等の著作3)により

知った．

稲見家伝来ワルエルダ『解剖書』（以下，稲見

本）は現在，秋田市立千秋美術館が所蔵している．

2017年 12月にそれを実見させてもらい，また

2018年7月，秋田・稲見家で同家所蔵『解体新書』

等を点検させてもらった．実見の結果，1） 稲見

本に些少だが墨跡（筆の跡），2） 同書「隔膜図」

には印刷ミスがあり，それに由来すると見られる

小田野筆隔膜図の乱れ，3） 同じ理由による小田

野筆隔膜図の正常図からの逸脱，を発見した．稲

見本は『解体新書』扉絵等の模写原本である可能

性が高い．

一方，稲見本は通常の輸入舶載本でなく．西洋

人旧蔵のものを譲渡されたものらしい．この点は

表題紙への書込みから推測されるが，その書込み

（ラテン語で著者名としてヴェサリウスとワル 

エルダと記載4)）から，旧所持者はオランダ商館

医と推測した．稲見家と長崎の接点は稲見升貞

（1709～1737） の長崎留学（1727～1731） 以外に

ない．とすれば稲見升貞は，オランダ商館医から

プランタン版ワルエルダ『解剖書』を譲渡された

長崎のオランダ通詞などから，再譲渡されたと推

測される．なお，プランタン版ワルエルダ『解剖

書』は，江戸時代を通じ，稲見本以外に国内所在

が知られていない点にも留意が必要である．

さらに言えば，杉田玄白の命を受けた大槻玄沢

は，『解体新書』を改訂し，『重訂解体新書』（1826

年刊）を著したが，同改訂版にはワルエルダ『解

剖書』からの模写は皆無である5)．つまり，玄沢

周辺にワルエルダ『解剖書』は無く，かつ『重訂

解体新書』刊行は玄白没後のこと故，玄沢には同

書の所在は不明だったと推測される．

以上の稲見本実見による発見と幾点かの状況的

証拠により，稲見本が『解体新書』扉絵等の模写

原本と発表者は推断した．発表者の推断が正しけ

れば，稲見本は，江戸時代に日本に渡来した現存

西洋医学書のうちで最も古いと見なされることも

あり，日本医学史上，貴重な一書と言えるだろう．
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